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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A08 
◯◯のメディア論

後期 A22 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 無いは有と有をつなぐメディア
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前期概要

‣ ゼロの発見と存在への問い 

‣ 存在論と認識論 

‣ ゼロ・無・空白への注目 

‣ 無が在ることへの関心と無と有の活用
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ホワイトスペース・間・虚空

‣ チヒョルト 

‣ 「要素間の何もないスペースは積極的な意味を持つ要素」 

‣ 世阿弥  

‣ 「せぬところが面白い」 所作と所作の間を心でつなぐ 

‣ 虚空(アーカーシャ) 

‣ 何もない空間, すべてのものが存在するところ
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ホワイトスペースのメディア性
‣ ホワイトスペースが周囲の存在感と意味を強調する 

‣ 要素と要素の間(無)が総体のつなぎになり, メッセージを強くする
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カレーは美味しい。タミル語のカリ（kari、スープの
具の意味）またはカリル（karil、スパイスで味付け
された野菜や肉の炒め物）が語源とされる。複数の
粉末香辛料を混合させて作ったソースを用いた料理
全般を指す。もともとインド人は「カレー」という
言葉を使わずそれぞれのカレー料理には個別の名称
が用いられていたが、17世紀初頭ごろよりポルトガ
ルなどの欧州圏においてカレーという言葉の記述が
見られるようになり、広く世界に普及した。

引用: Wikipedia日本語版「カレー」2023.02.06 13:56版 https://ja.wikipedia.org/wiki/カレー

カレーは美味しい 

　タミル語のカリ（kari、スープの具の意味）
またはカリル（karil、スパイスで味付けされ
た野菜や肉の炒め物）が語源とされる。複数
の粉末香辛料を混合させて作ったソースを用
いた料理全般を指す。 
　もともとインド人は「カレー」という言葉
を使わずそれぞれのカレー料理には個別の名

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%9F%E3%83%AB%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%99%E8%BE%9B%E6%96%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AC%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%9F%E3%83%AB%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%99%E8%BE%9B%E6%96%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E4%BA%BA


ホワイトスペースと図・地の融合
‣ ホワイトスペース(地)は伝えたいモチーフ(図)を引き立たせる 

‣ 図と地が渾然一体・不可分となったメッセージも帯びはじめる
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まとめ

‣ 無の発見から導き出された存在の認識と議論 

‣ ホワイトスペース 

‣ 無は「何もない」だけでなく, 積極的な意味を持つ 

‣ 空間に限らず, 時間の無もまた意味を持つ 

‣ 無と有が総体となって強いメッセージとなる
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本日の議論・考察一助

a. ホワイトスペースが要素に与える影響とは, 一体なんであろうか 

b. ホワイトスペースとメディアの関係性を改めて整理したい 

c. 具体的なホワイトスペースの例を取り上げて議論
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次回予定

存在とメディア実装2 
「リアリティ」存在感を醸す 
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